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交流ひろば（詳細）
前半 【14 ： 00 ～ 15 ： 30】　　　 会場担当 ： （支部活動委員会委員）　

①地域枠　日本語学校の地域での多文化共生への取り組み
宮田妙子（富山国際学院）

富山国際学院は 1993 年の開校以来，地域とのつながりを大切にしています。ボランティア活動への参加，
防災への取り組み，やさしい日本語での富山県警との連携，大学生との交流，多文化共生畑での野菜作
り等，地域における多文化共生への取り組みについて発表し，地域で多文化共生を広めていく上での日
本語学校の果たす役割について皆さんと一緒に考えたいと思います。

②地域枠　動画教材「Lesson For Useful Expression in Japanese」の紹介
石橋美香（国際大学），倉品さやか（同），竹内明弘（同）

私たちは初級レベル以上を対象とした動画教材を作成しました。本教材は，留学生が大学に入学してか
ら卒業するまでの学生生活において直面するさまざまな場面における日本人との自然な会話や表現を学
ぶためのものです。動画教材の紹介後，本教材の活用について意見交換をしたいと考えています。ぜひ
お気軽にお越しください。

③地域枠　新潟県魚沼市の地域日本語モデル教室の試み―県内の日本語教室空白地域の解消を目指
して―

古田梨乃（新潟大学）

外国人散在新潟地域における日本語教育を実践しながら，その課題と可能性について研究しています。
他の地域の実践や課題を共有いただき，地域日本語教育の拡充のためにどうすればよいか意見交換がで
きれば幸いです。興味のある方はぜひお越しください。

④地域枠　生活分野の日本語教育の在り方と教師の専門性を考える―富山での 2006 年から現在まで
の地域日本語教育実践と人材育成を元に―

中河和子（トヤマ・ヤポニカ），神初奈津子（同），松岡裕見子（同），要門美規（同）， 
家城香織（日本語教室in黒部）

生活分野の日本語教育やその人材育成の在り方を，今こそしっかり議論しませんか。2006 年から富山
で続けている生活分野の日本語教育（左円・右円のシステム）の実践について紹介し，他県の実践者と
比較・検討をしたいと思っています。その中で全国のモデルとなる実践はあり得るのか意見交換し，さ
らにそれを支える人材育成の在り方についても議論したいと思います。

⑤【実践紹介】五行詩ではじめる創作活動―かんたん、たのしい、対話生まれる日本語表現―
小村志保美（コミュニカ学院），小松麻美（神戸芸術工科大学），林李早（東日本国際大学），
丸山亜希子（滋賀県立能登川高等学校）

私たちは，日本語教育の現場で創作活動を実践しています。今回はその中から，五行詩を作る活動を紹
介しながら，どうして創作活動をしているのかお話しします。楽しくて簡単で対話にもつながる活動で
す。実際に五行詩を作る活動も体験していただき，意見交換や交流ができればと思っています。ぜひ足
をお運びください。

⑥ JCN 研修【講師育成コース】修了後、私たちはどうなった？
栃丸華緒（国際医療福祉大学），平山允子（日本学生支援機構），惟任将彦（大阪YMCA学院），小坂凜（京都産業大学）

今，文科省委託の現職日本語教師研修が行われています。研修後，修了者はどこでどうしているので
しょうか。研修成果は活かされているでしょうか。研修は終わってからが大事です。私たちはそこを確
かめたくて，修了者（自分たち）の「その後」（研修後）を追っています。私たちの「その後」を共有し，
現職者研修の今までとこれからを皆様と議論したいです！

⑦日本語学校教員が評価実践を改善するためには…？
冨並美希（中央工学校附属日本語学校），平山允子（日本学生支援機構）

日本語教師の皆さん，特に認定日本語教育機関を目指している日本語学校の皆さん，学習成果の評価を
どうやって実践・改善していますか？ 　私たちは四苦八苦，悪戦苦闘しています！　 自組織の中だけ
でなく広くいろいろな機関の方々と実践や意見の交換ができたら有益なのではと思っています。ぜひ皆
さんお集まりください。

⑧中学校における外国につながる子どもの教科学習と高校入試
佐野真理子（大阪公立大学大学院生）

外国につながる子どもが入学する学校では，教育を通じて子どもの成長を育んでいます。しかし，なか
には日本語や日本語による教科学習の難しさ，日本の高校入試制度の理解不足から，学習が疎かになっ
てしまう子どももいます。学習理解と入試へ向けた取り組みやモチベーションの上げ方等について皆さ
んと共に考え，共有したいと思います。
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交流ひろば（詳細）

後半 【15 ： 45 ～ 17 ： 15】　　　 会場担当 ： （支部活動委員会委員）　

㉒生成 AI の活用による日本語授業の効率化と教育の質的向上
竹内彩乃（東京語学学校），森 薫（同）

私たちは生成 AI の活用によって「教師の負担軽減」と「授業の質向上」を両立させるための実践を行
いました。具体的な実践報告を共有し，同じ課題について皆様とお話ししたいと考えております。興味
のある方はぜひお越しください。

㉓自律的なキャリア形成を支える CP( キャリア・ポートフォリオ ) チャートの試案―学部留学生を対象と
して―

トンプソン美恵子（東京大学），鈴木伸子（同志社大学）

報告者は，研究課題「日本型雇用の学習と内省に基づく自律的な留学生向けキャリア教育の開発・評価」
（JSPS 科研費 JP4K04015）の一環として，学部留学生が大学時代の実績・活動をふり返り，通底す

る価値観や職業観を認識して将来の展望を見出すための教材開発を行っています。ビジネス日本語教育
や就職活動支援など，留学生のキャリア形成に関わっている皆様と意見交換ができたらと思います。

㉔外国につながりのある生徒の高校進学を支援するサイバーシステム構築
猪瀬泰美（ＮＨＫ学園高等学校），志村ゆかり（津田塾大学）

外国ルーツの子どもの日本語学習時間数の限界を，リアルな教材と WEB コンテンツのコラボによって
補強し，過疎地の生徒の自立学習にもつなげたいと考えています。現在，総合教科書『中学生のにほんご』
の学習を補強するスキット動画，e ラーニング，AI チャットによる自由会話を軸に開発中です。試用結
果を報告し，今後どのようなコンテンツの開発や取り組みが必要か意見交換をしたいと思います。

㉕継続する学びと日本語教師のキャリア―４年間の読書会実践報告―
秋田美帆（岡山大学）， 牛窪隆太（東洋大学）， 徳田淳子（TCJグローバル）， 末松大貴（名古屋学院大学）

私たちは，非母語話者日本語教師のキャリア支援について共同研究を行っているグループです。研究課
題遂行のため，月１回キャリア教育，教師教育，質的研究に関する専門書や学術論文を用いた読書会を
行っています。読書会に興味がある方，読んでいる本のジャンルが面白そうだと思った方，ぜひお気軽
にお越しください。

㉖聴解に必要な「技術」とは？ 技術を身につけるための聴解ウェブ教材の開発
日比伊奈穂（大阪大学），阪上彩子（奈良教育大学）

私たちは，日本語学習者ためのウェブ聴解教材を作っています。このウェブ聴解教材は，具体的な聴解
技術を示して，聞く練習を行っています。初級者のためのコンビニ，コーヒーショップ教材から上級者
の講義聴解教材があります。ぜひ，教材について，興味のある方はぜひお越しください。

㉗保見中学校　読書プログラム
野入はる香（豊田市立保見中学校），松永紗季（同），浦地弘典（同），櫻井千穂（大阪大学大学院）

豊田市立保見中学校は，多文化多言語の生徒が多く在籍する学校です。生徒たちの読み書きの力を育む
ため，取り出し授業や学校全体で読書プログラムに取り組んでいます。様々なフィールドで活動されて
いる皆様と多読について考えていきたいです。興味のある方は，ぜひお越しください。

㉘小中学校児童生徒に対する「オンライン日本語指導」
門田翔（大阪府教育庁），胡精吾（同），櫻井千穂（大阪大学大学院）

大阪府内の小中学校では，近年日本語指導が必要な児童生徒数が増加し，少数散在化が進んでいます。
そのような中，大阪府教育庁では府内公立小中学校等（政令市を除く）在籍の児童生徒を対象に「オン
ライン日本語指導」を 2022 年度から実施してきました。「オンライン日本語指導」の実践内容を紹介
しますので，さまざまな方と意見交換ができますと幸いです。

㉙学習者による映像素材の理解度をどのように把握するか―設定に関するスキーマに着目した実践例―
清水美帆（帝京大学）

映像素材を授業で用いる際，短いものや日本語が容易なものでも，学習者の内容理解には差が見られま
す。その理由を探るため，「設定」に関する既有知識（スキーマ）の有無が理解に与える影響を調べて
います。本研究と授業実践例を紹介し，理解度の把握方法や授業設計の工夫について意見交換します。
ぜひお越しください。
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会場配置図－富山国際会議場
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会場配置図－富山国際会議場


